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高
品
質
米
生
産
に
向
け
て
、
春
の
管
理

作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
。
稲
作
生
産
部

会
春
の
現
地
研
修
会
が
、
４
月
22
日
と
23

日
の
２
日
間
に
渡
っ
て
、
５
つ
の
地
区
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

４
月
23
日
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
置

杵
牛
地
区
で
は
、
９
名
の
生
産
者
の
皆
さ

ん
が
出
席
。
普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
の

職
員
か
ら
、
育
苗
ハ
ウ
ス
で
の
温
度
管
理

や
移
植
後
の
水
管
理
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。　

置杵牛地区での現地研修会

良
質
な
種
子
を
安
定
供
給
す
る
た
め
　

上
川
生
産
連
が
穀
類
種
子
調
製
施
設
の
地
鎮
祭
を
開
催
　
稲
作
生
産
部
会
が

現
地
研
修
会
を
開
催
　

春
は
温
度
管
理
が
重
要

　

管
内
へ
の
良
質
な
穀
類
種
子
の
供
給
に

向
け
、
上
川
生
産
連
が
産
地
生
産
基
盤
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
て
、
穀
類
種

子
調
製
施
設
を
新
設
。
工
事
に
先
立
っ
て

の
地
鎮
祭
が
、
５
月
19
日
、
藤
野
地
区
の

建
設
予
定
地
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
神
事
に
ふ
さ
わ
し
い
晴
天
の

中
、
上
川
生
産
連
や
関
係
各
機
関
か
ら
、

28
名
が
出
席
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
出
席
者
の
検
温
な

ど
、
徹
底
し
た
対
策
が
取
ら
れ
ま
し
た
。

地
鎮
祭
で
は
、
祝
詞
の
奏
上
や
、
建
築
主

や
施
行
者
が
鎌
や
鍬
、
鋤
を
用
い
て
行
う

地
鎮
の
儀
の
ほ
か
、
出
席
者
に
よ
る
玉
串

の
奉
奠
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

上
川
生
産
連
の
会
長
を
務
め
る
熊
谷
組

合
長
は
、
出
席
者
に
向
け
て
の
挨
拶
で

「
小
麦
に
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
良
質
な

種
子
の
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
豆
類
に
つ
い
て
は
、
現
在
使
用
し

て
い
る
施
設
が
建
設
し
た
昭
和
61
年
当
時

の
処
理
能
力
の
ま
ま
で
、
新
施
設
の
建
設

は
悲
願
だ
っ
た
」
と
、
管
内
の
良
質
種
子

供
給
へ
の
付
託
に
応
え
る
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。　

　

新
し
い
穀
類
種
子
調
製
施
設
は
、
令
和

４
年
３
月
完
成
予
定
で
す
。

N
EW
S

N
EW
S

N
EW
S

の
り
と

そ
う
じ
ょ
う

く
わ

す
き

ほ
う
て
ん
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焦点

　「農福連携」という取り組みをご存じでしょ
うか。農業の現場が抱えている、農業従事者の
高齢化や働き手不足の問題と、福祉の現場が抱
えている、障がいを持つ方の就労先不足や賃金
が低いという問題を結びつけ、障がいを持つ方
に、農業分野で生産活動に関わってもらう取り
組みのことをそう呼んでいます。　
　北海道でもこれまでに、収穫や選別、袋詰め
作業の他、農畜産物の加工など、６次産業に係
る仕事の事例も報告されています。十勝の幕別
町では、新型コロナウイルスの影響で消費が伸
び悩んだ馬鈴薯を地元のスーパーで販売するた
め、小袋での包装が必要になり、就労継続支援
事業所を通して地域に住む障がいを持つ方の力
を借りて、販売に繋げました。この繋がりをき
っかけに、レトルト加工するとうもろこしの皮
むき作業の依頼などが引き続き行われています。
　もちろん、生産者の皆さんが直接、障がいを
持つ方を雇うことも考えられます。しかし、作
業内容を細分化しての説明や、担ってもらえる
作業とそうでない作業の選別などがハードルと
なる可能性もあります。そういった時に、就労
継続支援事業所やＪＡが間に入り、作業内容の
わかりやすい伝え方を研究したり、働き手の個
性に合わせた作業を紹介したりすることで、両
者の橋渡しを行うことができれば、よりスムー
ズに農福連携が実現できるのではないかと思い
ます。
　ＪＡは加入している組合員の皆さんはもちろ
んのこと、地域社会への貢献を絶対的な命題と
している組織体です。それには、地域に住む皆
さんが、安心して暮らせるようにお手伝いする
ことも含まれていると思います。働き手の確保
が難しい農業分野での仕事と、就労先が少ない
障がいを持つ方を結びつけることは、ＪＡだか
らこそできる地域貢献の形の一つだと思います。

広がる農福連携の取り組み　
地域社会の担い手として、
ＪＡにできることは？　

　

類
似
品
の
製
造
・
販
売
を
防
ぎ
、
農
畜

産
物
加
工
品
販
売
で
の
利
益
を
守
る
た
め
、

美
瑛
選
果
を
中
心
に
販
売
を
行
っ
て
い
る

加
工
品
ブ
ラ
ン
ド
「Biei Table
」
の
商

標
権
の
手
続
き
を
、
昨
年
よ
り
特
許
庁
に

申
請
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
、
晴
れ
て
商
標
登
録
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、Biei Table

シ
リ
ー
ズ
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Biei Table「丘のおかし」シリーズ 

　

農
業
試
験
場
よ
り
委
託
さ
れ
た
ビ
ー
ト

苗
の
試
験
ほ
場
へ
の
移
植
が
、
５
月
７
日
、

北
瑛
第
１
の
尾
形
安
雄
さ
ん
宅
ほ
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
試
験
を
委
託
さ
れ
た
普
及
セ

ン
タ
ー
大
雪
支
所
の
職
員
を
中
心
に
作
業

を
行
い
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
10
名
の
職
員
が

参
加
。
将
来
普
及
す
る
可
能
性
の
あ
る
新

品
種
の
苗
を
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
、
手

作
業
で
ビ
ー
ト
の
苗
を
移
植
し
ま
し
た
。

　

B
iei Table

が

商
標
登
録

　
　
さ
れ
ま
し
た
！ 

ビ
ー
ト
試
験
ほ
移
植
　

青
空
の
下
で
作
業

N
EW
S

N
EW
S

N
EW
S

青空の下ではかどる作業
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新
総
代
が
決
ま
り
ま
し
た
！
　

新
総
代
が
決
ま
り
ま
し
た
！
　

　

令
和
３
年
４
月
30
日
で
総
代
の
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
新
総
代
を
決

め
る
べ
く
、
総
代
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
選
挙
規
程
に
基
づ
き
、

立
候
補
届
の
受
付
が
４
月
12
日
か
ら
４
月
19
日
ま
で
の
８
日
間
で
行
わ
れ
、

４
月
23
日
に
総
代
選
挙
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
１
８
０
名
の

総
代
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
新
総
代
の
任
期

は
令
和
６
年
４
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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大　井　徳　和

長谷川　勝　洋

浦　　　孝　弘

野老山　直　樹

管　野　豊　浩

岡　崎　賢　輔

石　﨑　純　一

田　中　富　郎

渡　邉　勝　幸

平　松　勇　人
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友　田　博　明
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副 部 会 長

〃
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

事　務　局
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事　務　局

役　　職 氏　　名
百合根生産部会

田　嶋　知　樹

福　本　晋　史

熊　谷　憲　義

沼　倉　　　務

村　上　雅　紀

鎌　田　和　孝

森　田　琢　弥

白　間　篤　史

山　崎　岳　史

石　黒　智　也

谷　口　一　夫

平　松　勇　人

神　成　貴　洋

打　田　晴　美

会　　　長

副　会　長

〃

理　　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
農業機械協議会

菅　野　　　誠

稲　川　利　昭

横　山　貴　泰

浦　　　　　薫

野　口　和　久

山　岸　敬　貴

藤　田　浩　行

横　山　　　渓

部　会　長

副 部 会 長

理　　　事

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
酪農振興部会

岩　田　克　彦

大　原　　　健

畑　中　　　守

野　口　和　久

水　口　征　人

山　岸　敬　貴

洲　合　駿　吾

組　合　長

副 組 合 長

理　　　事

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
酪農ヘルパー利用組合

嵯　城　裕　之

上　田　雅　樹

稲　川　利　昭

横　山　貴　泰

浦　　　　　薫

田　代　大　樹

佐々木　　　優

横　山　　　渓

組　合　長

副 組 合 長

理　　　事

〃

〃

監　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
乳牛検定組合

松　本　陽　介

浦　島　康　平

代　田　嵩　人

坂　田　敬　太

河　村　将　寿

笠　原　裕　介

小　野　雄　貴

北　村　敬　太

小　口　健　永

真　田　雄　司

増　山　嵩　明

神　成　貴　洋

秋　山　偉　邑

部　　　長

副　部　長

常 任 理 事

〃

〃

監　　　事

ブロック長理事

〃

〃

〃

参　　　与

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
青年部

江　花　　　恵

有　富　幸　子

菅　　　優　佳

部　　　長

監　　　事

事　務　局

役　　職 氏　　名
女性部

飯　原　沙　織

栢　木　絵　理

中　野　　　唯

菅　　　優　佳

会　　　長

書　　　記

監　　　事

事　務　局

役　　職 氏　　名
フレッシュミセス会

真　田　佳　則

大　坪　正　明

佐　渡　志　郎

石　川　秀　幸

平　間　初　美

櫻　井　盛　明

吉　井　鉄　也

江　花　秀　一

山　田　　　剛

村　田　和　夫

大　島　一　之

高　橋　　　章

村　上　正　幸

野　村　祐　司

秋　山　偉　邑

社　　　長

副　社　長

〃

理　　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
報徳社

購買部

江　花　一　治

青　嶋　　　怜

菅　原　　　勝

古　村　雅　夫

鹿　島　郁　夫

森　山　一　夫

橋　本　正　和

通　　　信　一

槙　納　隆　子

平　間　敏　明

寺　崎　やす子

青　田　奈　々

会　　　長

副　会　長

〃

理　　　事

〃

〃

〃

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
年金友の会

金融部

畜産部

営農部

浦　島　貴　之

上　村　昌　規

大　西　智　貴

小　川　玄　大

増　山　勝　範

眞　鍋　啓　太

会　　　長

副　会　長

理　　　事

〃

監　　　事

事　務　局

役　　職 氏　　名
加工馬鈴薯コントラ協議会

組織活動組織活動
皆さん皆さん

万人は1人のために万人は1人のために万人は1人のために

［敬称略・順不同］［敬称略・順不同］
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浦　島　貴　之

小　口　元　範

福　本　晋　史

馬　場　英　之

富　永　浩　貴

寺　島　勝　明

成　田　敦　志

佐　藤　文　彦

墫　野　　　豊

小　川　玄　大

大　森　里　司

杉　山　直　人

田　嶋　知　樹

中　野　隼　太

丹　野　　　勉

神　成　貴　洋

丸　山　和　久

佐　藤　邦　彦

古　川　智　章

保　田　道　亮

坂　上　善　彦

遠　藤　和　明

舟　山　智　章

内　田　達　也

部　会　長

副 部 会 長

〃
〃

理　　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

（種子部門）

役　　職 氏　　名
馬鈴薯生産部会

村　井　隆　之

岡　崎　賢　輔

山　崎　裕一郎

髙　山　映　樹

福　家　貴　志

小　口　健　永

荒　川　博　彦

吉　井　和　範

野　村　浩太郎

草　野　将　樹

山　中　一　平

PINTILIE・RAZVAN・
GEORGE

部　会　長

副 部 会 長

〃

理　　　事

〃

〃

〃

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
稲作生産部会

馬　場　英　之

坂　上　善　彦

石　黒　　　誠

小　崎　勝　幸

加　藤　裕　昭

石黒　　誠（兼）

鈴　木　隆　之

堀　内　　　秀

坂　上　　　徹

打　田　雅　也

水　本　昌　孝

岩　織　　　清

天　野　　　瑛

組　合　長

副 組 合 長

総 務 部 長

地 区 幹 事

〃

防疫補助員長

防疫補助員

〃

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
種子馬鈴薯生産組合

藤　田　真　章

藤　田　直　幸

小木田　匡　之

大　西　啓　友

多　田　茂　晃

藤　原　　　豪

神　成　一　弘

通　　　明　秀

浦　　　孝　弘

熊　谷　寛　樹

平　川　正　昭

平　間　貞　男

松　村　義　昭

河　村　将　弘

墫　野　　　豊

小　崎　雅　也

部　会　長

副 部 会 長

〃

理　　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
豆作生産部会

丹　野　　　勉

近　藤　富　治

黒　澤　直　也

斉　藤　雅　司

大　波　太　郎

太　田　　　收

本　山　忠　寛

栁　原　孝　泰

酒　本　和　明

白　木　祐　二

川　﨑　雄　作

部　会　長

副 部 会 長

〃

理　　　事

〃

〃

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
白金アスパラガス生産部会

村　田　和　夫

村　上　寿　裕

金　子　敦　志

柿　崎　紀　宏

髙　橋　　　巧

部　会　長

副 部 会 長

理　　　事

監　　　事

事　務　局

役　　職 氏　　名
メロン生産部会

小　原　和　彦

柿　崎　紀　宏

近　藤　富　治

齊　藤　　　渉

髙　橋　　　巧

部　会　長

副 部 会 長

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
ニンジン生産部会

橋　本　大　輔

舟　山　智　章

松　添　信　次

佐　原　健一郎

部　会　長

副 部 会 長

監　　　事

事　務　局

役　　職 氏　　名
ブロッコリー生産部会

佐　藤　俊　光

水　本　昌　孝

鈴　木　福太郎

高　谷　和　秀

尾　形　安　雄

前　田　　　岳

高　林　信　行

小　野　富　義

佐　藤　仁　俊

佐　渡　志　郎

古　川　勝　義

菅　原　誠　一

坂　口　利　光

森　平　敏　文

遠　藤　和　明

吉　井　泰　博

宮　島　　　穏

長谷川　　　宏

菅　原　弘　行

松　下　広　樹

部　会　長

副 部 会 長

〃

理　　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
麦作生産部会

西　野　正　史

小　口　元　範

西　條　　　誠

髙　橋　惣　治

栢　木　浩　二

小　崎　雅　也

部　会　長

副 部 会 長

〃

監　　　事

〃

事　務　局

役　　職 氏　　名
豆採種生産部会

販売部
1人は万人のために、1人は万人のために、1人は万人のために、

生産部会・生産部会・
役員の役員の

令和３年度令和３年度

7
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8

　「パラレルノーカー」とは、ＪＡ北海道グループの「アグリアクション！北海道」の食と農をつなぐアクショ
ンの一つです。　
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、人々の暮らし方や働き方が大きく変わりました。　
　例えば、出社せず自宅で仕事をしたり、外出自粛や時短要請などで働きたくても働けない人がいたり、時間が
できて副業をしたい人など、働き方は、どんどん変化しています。　
　暮らし方も、マスクの欠品などを通して「これがもし食料だったら……」と思った方も多くいらっしゃること
でしょう。これまで輸入に頼っていた食料やそれ以外についても、国内生産の大切さに気付き、農業のありがた
みを実感しました。　
　先行きが不透明な時代だからこそ、農業も、そんな社会の変化に合わせて、変わっていかなければいけません。
　
　「パラレルノーカー」は、農業にはさまざまな働き方があるということを知ってもらい、今まで農業とかかわ
りのなかった皆さんにも、仕事の選択肢の一つとして考えてもらうための新たな取り組みです。　
　新型コロナウイルス感染拡大によって「新しい日常」がはじまっている今、食と農をつなぐアクションを起こ
し、「新しい農業」をはじめなくてはいけない。ＪＡ北海道グループの「アグリアクション！北海道」には、そ
んなメッセージが込められています。　
　
　消費する側も生産する側へ。　
　生産者の皆さんも「パラレルノーカー」と一緒に働いてみませんか？　

「パラレルノーカー」HPはこちら 
https://ja-dosanko.jp/parallelnoker/

「パラレルノーカー」の募集はこちら 
１日農業バイトdaywork 
https://day.work/ 

「パラレルノーカー」という言葉をご存じでしょうか？

アグリアクション！北海道HPはこちら 
https://ja-dosanko.jp/action/ 
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⑴アジの刺し身を細切りにしボウルに入れる。

⑵ ⑴のボウルに薬味類の材料を入れ、さっくりと混ぜ合わせる。

⑶皿にダイコンのつまと⑵を盛り付け、ワサビナを添えて出来上がり。

「
冷
や
し
納
豆

　
　
　
　
梅
茶
漬
け
」

永井　智一（ながい・ともかず）

茨城県笠間市にある
「天晴」

オーナーシェフ

………………………1/2膳分

……………………………1パック

………………………5枚（千切り）

…………………2個（小口切り）

……………2個（種を取りたたく）

……………………………適宜

………………………適宜

…………………約200ml

冷や飯

納豆

大葉

ミョウガ

梅干し

いりごま

おろしワサビ

冷たいお茶

⑴冷や飯と納豆をそれぞれ別のボウルに入れて水洗い

し、ざるにあげ水気を切っておく。

⑵おわんに⑴の冷や飯、納豆を入れ、上に梅肉、大葉、

ミョウガ、いりごま、ワサビ（チューブ入りでもよい）を盛

り付け、周りから冷たいお茶を注ぎ出来上がり。

「
ア
ジ
の
た
た
き

　
　
　
　
　
梅
肉
あ
え
」

「
ア
ジ
の
た
た
き

　
　
　
　
　
梅
肉
あ
え
」

アジの刺し身
◆薬味類
　大葉
　ミョウガ
　梅干し
　おろしショウガ
　いりごま
ダイコンのつま、ワサビナ

………………………市販品１パック分

…………………………………5枚（千切り）
……………………………2個（小口切り）
………………………3個（種を取りたたく）

……………………………小さじ1
……………………………………小さじ1

………………………適宜

2
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7 13 201

7 14 172

8 11 7 18

15 77

7 12 7 213

9 7 16 194

10

D

E

E B

E C E

EE E

E

5

6

7

E

E A
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10

6

①
お
尻
が
光
る
水
辺
の
虫

②
手
相
占
い
で
恋
愛
―
―
を
見
て
も

ら
っ
た

③
「
森
の
バ
タ
ー
」
の
異
名
が
あ
る

果
実

④
桃
や
ブ
ド
ウ
の
収
穫
量
が
日
本
一

で
あ
る
県

⑤
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
第
18
番
目
の
文

字
。
Σ
、
σ
と
書
き
ま
す

⑨
独
り
立
ち
し
て
い
ま
す

⑪
こ
っ
ち
を
通
る
と
早
く
着
く
よ
！

⑫
石
灰
は
土
壌
を
―
―
性
に
傾
け
ま

す
⑬
オ
ル
カ
と
呼
ば
れ
る
生
き
物

⑮
傘
の
先
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
ま
す

⑱
口
の
大
き
な
爬
虫
（
は
ち
ゅ
う
）

類

①
新
し
い
―
―
が
衆
議
院
を
通
過
し

た
④
南
の
島
に
生
え
て
い
そ
う
な
木

⑥
水
を
引
き
入
れ
、
稲
を
植
え
ま
す

⑦
傘
や
長
靴
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
な
ど

の
こ
と

⑧
船
が
進
む
方
向
を
定
め
る
装
置

⑩
火
を
通
し
て
い
ま
せ
ん

⑪
酔
っ
た
人
が
フ
ラ
フ
ラ
と
歩
く
様

子
⑬
奈
良
公
園
に
た
く
さ
ん
い
ま
す

⑭
ア
サ
ガ
オ
が
伸
ば
し
て
巻
き
付
け

る
物

⑯
月
が
な
く
て
真
っ
暗
。
―
―
に
カ

ラ
ス
、
―
―
の
ち
ょ
う
ち
ん

⑰
古
池
や
―
―
飛
び
込
む
水
の
音

　

（
芭
蕉
）

⑲
６
月
の
第
３
日
曜
日
は
―
―
の
日

で
す

⑳
さ
さ
み
や
手
羽
、
砂
肝
な
ど
の
部

位
が
あ
り
ま
す

Ｅ
↓
Ａ

☆
当
選
者
は

岩　

渕　

暁　

子
さ
ん

齊　

藤　

友　

香
さ
ん

栁　

原　

輝　

代
さ
ん

三
田
村　

千
恵
子
さ
ん

高　

橋　

利
津
子
さ
ん

　

 

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

19 13 16 191

7 112

8 7 73

9 14 7 20

7 12 177

10 7 184

7 155

E

E A

E

E E

EE

E

6

7

C

D

E B

エ イリボノイコ
バ ンカリギワウ
イ ドイタヘンラ
ク ウツモンハツ
ゲ ウチトンレヒ
コ リノヨハツバ
ト バコナハウリ

☆
先
月
号
の
こ
た
え
は

『
コ
ド
モ
ノ
ヒ
』で
し
た

【全体運】おおむね順調です。心配事があるなら
独りで抱え込まず相談を。良い知恵を出しても
らえそう。買い物は後半が吉
【健康運】頑張り過ぎは体調不良のもと。適宜休憩を
【幸運の食べ物】サヤインゲン

【全体運】気持ちがせくときは深呼吸を。慌てな
ければ実力を発揮できます。習い事や友人との
おしゃべりの時間を大切に
【健康運】足浴やマッサージで足元をケアして
【幸運の食べ物】梅

【全体運】交友関係が活発化。判断に迷ったとき
は今までにやったことのない選択肢を優先す
ると吉。うれしい贈り物の予感
【健康運】弱い部分のケアを。名医に出会えそう
【幸運の食べ物】トウガラシ

【全体運】初夏を感じられる散歩コースで気分
も運気もアップ。いつもより少しだけ行動範囲
を広げて。新製品にツキあり
【健康運】腹も身の内。食べ過ぎに気を付けて
【幸運の食べ物】ゴーヤー

【全体運】目標は高めに。自分を甘やかさない姿
勢が高評価につながります。後半は味方が増え
そう。地元のお店にツキ
【健康運】香りの良いお茶でリラックス。散歩も◎
【幸運の食べ物】ナス

【全体運】予定変更が多そう。イラッとしても顔
に出さないように。臨機応変に動いて乗り切り
ましょう。遅刻には注意を
【健康運】体調不良は休養を取れば回復。気にし過ぎは禁物
【幸運の食べ物】トウモロコシ

【全体運】やる気が新しい扉を開きます。興味が
あることはそのままにせず調べてみましょう。
新しい品種へのチャレンジが吉
【健康運】上昇中。筋力アップの運動がお勧め
【幸運の食べ物】パプリカ

【全体運】実力発揮の好機。スケジュールを調整
し、できるだけたくさんの人と連絡を取って。
新しい話は丁寧に検討を
【健康運】前半は無理をしないで。後半は行動力アップ
【幸運の食べ物】キャベツ

【全体運】大きな運の後押しがあり前進のとき。
問題はあっても歩みを止めないで。知恵を出し
合えば解決へと向かいます
【健康運】無理な動きは控えて。腰痛やけがに注意を
【幸運の食べ物】ジュンサイ

【全体運】上昇運。滞っていたことも動きだし一
息つけます。下旬からは自分のやりたいことを
優先してOK。音楽鑑賞にツキ
【健康運】寝不足に注意。体調を見ながらゆっくり
【幸運の食べ物】ツルムラサキ

【全体運】懐かしい人、懐かしい場所とご縁がつ
ながります。頼まれ事は引き受けてみて。あな
たからのお願いも◎
【健康運】体を柔らかくするストレッチがお勧め
【幸運の食べ物】キュウリ

【全体運】厳しい状況は次第に改善の兆しを見
せてきます。手間と時間のかかる方法が結果的
には最善、最短の予感です
【健康運】楽しく体を動かせる体操がお勧め
【幸運の食べ物】オクラ

毎月15日（当日消印有効）、当選者は次号でお知らせします。



お知らせ

JAび
えいからの

お問い合わせは・・・お問い合わせは・・・FARMLANDFARMLANDJAびえい店までJAびえい店まで
ファームランドファームランド

美瑛町中町２丁目1-32　☎0166-92-3455美瑛町中町２丁目1-32　☎0166-92-3455

AgriBus-NAVIAgriBus-NAVI
シンプル・低コストな
自動操舵＆ガイダンスアプリ
シンプル・低コストな
自動操舵＆ガイダンスアプリ
アグリバスナビアグリバスナビ

フリープラン：無償
・GNSS/GPSガイダンス基本機能、他
スタンダードプラン：年額12,000円、月額1,200円（税込）
・圃場管理、高低差、傾斜、走行速度などの情報表示
・RTK-GNSS補正情報転送サービス「AgriBus-Caster」
   を利用し自動操舵が可能

・AgriBus-AutoSteer
あらゆるトラクターに自動操舵を。

AgriBus-AutoSteerはお手持ちにトラクターに
外付けで自動操舵機能を付加できるオートステアリングです
フルセットで1,036,000円（税込）という超低価格を実現！

・AgriBus-GMiniR
誰でも手軽に高精度を。

AgriBus-GMiniRは超高精度なガイダンスを実現します
69,800円（税込）というお求めやすい価格

RTK基準局を利用した場合の誤差は±2~3cm！
（基準局：弊社建設予定）

RTK基準局を利用した場合の誤差は±2~3cm！
（基準局：弊社建設予定）
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農機協の負担金について 

窓口 研修センター　☎92-0588

　農業機械協議会では、令和3年度の負担金を次の通
り徴収させていただきます。
◎徴収額
　１戸当たり　個人    500円　法人 2,000円 
◎徴収日　６月25日付
　　　　　（クミカンまたは貯金より引落し） 

自脱コンバインの刃研ぎを
この機会に

窓口 研修センター　☎92-0588

　コンバインの性能を１００％引き出すため、また、
営農コスト低減のために、研修センターではコンバイ
ン刈刃の刃研ぎを受け付けています。 
　研ぎ澄まされた刃で快適な作業を！ぜひこの機会に
お申し込みください。なお、受付は随時行っておりま
すが、遅くなると使用時期に間に合わない場合があり
ますので、お早めにご持参ください。 

参考料金（税込） 
４条刈
５条刈
６条刈

従来品
7,700円
9,900円
－

新型（ダブルアクション）
11,000円
13,200円
16,500円

車検はお早めに…

窓口 オートサービスセンター 　☎92-2156

　オートサービスセンターでは、毎年６月中旬から 
７月末まで、車検整備の繁忙期に入ります。　
　この時期は小麦の刈取りへ向け、作業用トラックの
車検で大変混み合います！　
　組合員の皆さまの農作業に影響が出ないよう、自家
用車やトラック等の車検は、お早めに入庫されること
をお勧めいたします。
　皆さまのお越しを
心よりお待ちしてお
ります。　



協
同
の 287億49百万円

74億67百万円
11億22百万円
45億38百万円

貯 金 高
貸 付 高
出 資 金
固定資産

 756人
1,874人

正組合員
准組合員

組合員数

  

発生件数　　４件（９件）《２件》
　　負傷　　４人（９人）《２人》
　　死亡　　０人（０人）《０人》

（　）は２年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（５月15日現在）

　再びの緊急事態宣言の発令で、誰もが疲弊してしまってい
ると思います。お出かけも食事も、思うように楽しめない今
日この頃……。しかし！おいしいものの旬は待ってくれませ
ん！ 
　美瑛もこれからアスパラやトマト、ブロッコリーなど、い
ろいろな野菜が旬を迎えます。新鮮な農畜産物が身近で生産
されている環境に感謝しつつ、制服がはちきれない程度に留
めながら（できるかな……？）旬の野菜たちを楽しみたいと
思います！（麻） 

編集後記

ち
か
ら

の主な行事予定6月

気をつけましょう！
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１５日（火） 招魂祭 

※百万円未満四捨五入（令和３年４月末）

丘のおかし アレンジレシピ♪丘のおかし アレンジレシピ♪第２回理事会　４月９日㈮

理事会の報告

■議案審議事項　

議案第１号　総務委員会・業務委員会・経済対策

特別委員会委員の選任について　

・原案どおり承認されました。 

議案第２号　総代選挙・選挙管理者・投票管理者

および開票管理者の選任について　

・原案どおり承認されました。 

議案第３号　給与特別委員会の構成について　

・原案どおり承認されました。 

議案第４号　理事の地区分担について　

・原案どおり承認されました。 

議案第５号　行政庁提出業務報告書の一任につい

て　

・原案どおり承認されました。 

　毎月１つ、丘のおかしシリーズを使ったアレンジレ
シピをご紹介！ 
　今回は、とうきびごはんを食べたいけれど、本物の
時期にはまだ早い……そんな皆さんにぴったりのレシ
ピをご紹介します！
 
◆材　料
　お米………………３合 
　丘のおかしとうきび
　　…………………２袋

◆作り方
　①お米を研ぎ、「丘のおかし
　　とうきび」を入れます。 
　②炊飯器の釡についている３合の
　　目盛りに水の量を合わせ、普段
　　通り炊いて完成です！
　Point!
　お好みで水の量を
　やや多めにすると、
　柔らかく炊き上がります♪ 

今回使ったのは……とうきび
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